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「秋の風と彼岸花 」京都郊外の亀岡にある穴太寺周辺の

畑は、いたるところ彼岸花で満開です。 

 畦道には風に吹かれた細く長い彼岸花の列、太い彼岸花の

列、直線や曲がりくねった列は赤い花で稲田に沿っていろい

ろの表情が生まれます。 

 刈り取りの終わった畑には束ねられた稲藁が幾何学模様の

ように並んでいます。 

 爽快な秋風に吹かれながら好アングルを探すのは彼岸花と

の楽しい撮影時間です。 [撮影：松下 修三] 

 高野山物故者慰霊祭 1-3 

 事務局からお知らせ 3 

 理事会便り 3 
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「
高
野
来
て
肌
に
感
じ
る
や
っ
と
秋
」
（
ま
） 

 
 

今
年
は
９
月
の
真
夏
日
日
数
が
記
録
と
な
る
ほ
ど
の

夏
が
続
き
10
月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
標
高
約
８
５
０

米
の
高
野
の
街
は
秋
で
し
た
。 

 

令
和
５
年
秋
の
物
故
者
慰
霊
祭
は
４
年
ぶ
り
に
ご
遺

族
の
方
々
の
ご
参
列
を
得
て
10
月
５
日
（
木
）
に
高

野
山
に
於
い
て
催
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 

 

本
年
度
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
方
々
は
17
名
、
こ
れ

ま
で
に
お
祀
り
し
た
物
故
者
は
６
２
５
名
と
な
り
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
会
社
よ
り
鈴
田
透
様
（
関
西
支
社
長

代
理
）
、
労
働
組
合
よ
り
切
久
保
誠
一
様
（
副
中
央
執

行
委
員
長
）
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
田
嶋
英
雄
総
代

を
は
じ
め
当
会
メ
ン
バ
ー
を
含
め
36
名
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

 

令和５年度 

高野山物故者慰霊祭 

10月５日に執り行われる 
１７名の方々を合祀 

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

ご遺族・参列者全員 香を手向ける 

大霊園に移動  ミノルタ慰霊塔にて 

１２時より慰霊祭 

  

本
年
度
物
故
者
法
要 

 
 
 
 
 
 

南
院
に
て 

 
 

ご
遺
族
と
関
係
者 

参
列 内

海
住
職
よ
り
ご
法
話 

 

今年は総勢

36名が参加 
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高野山  物故者慰霊祭  2023年10月5日(木)  
  

「
赤
き
火
友
を
偲
び
寒
さ
忘
れ
」
（
治
） 

 

「
秋
風
に
凛
と
た
た
ず
む
高
野
槙
」
（
康
） 

 

「
秋
日
和
輩
（
と
も
）
と
味
わ
う
み
ろ
く
石
」
（
寛
） 

 

「
住
職
も
世
代
交
代
灯
を
継
ぐ
」
（
ま
） 

 

法
要
は
午
前
11
時
か
ら
ご
遺
族
が
参
列
し
て
物
故
者
の

過
去
帳
の
在
る
別
格
本
山
南
院
に
て
内
海
照
隆
住
職
に
よ

り
法
要
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

静
寂
な
本
堂
は
冷
え
て
お
り
ス
ト
ー

ブ
が
焚
か
れ
て
い
る
ほ
ど
で
し
た
が
、

そ
の
暖
か
い
灯
に
よ
っ
て
若
い
情
熱
が

溢
れ
て
い
た
頃
の
友
を
思
い
出
さ
れ
た

方
も
居
ら
れ
ま
し
た
。
正
面
に
は
会
社

と
ミ
ノ
ル
タ
千
代
光
会
か
ら
の
一
対
の

供
花
が
、
そ
の
間
に
高
野
山
の
名
物
で

あ
る
高
野
槙
が
す
く
っ
と
盛
ら
れ
て
お

り
静
寂
の
中
に
も
将
来
に
向
か
っ
て
生

き
抜
く
勇
気
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
を

か
も
し
出
し
て
い
ま
し
た
。
ご
住
職
の

お
話
で
は
、
参
拝
者
が
昨
年
末
頃
か
ら

増
え
始
め
て
今
春
か
ら
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
法
要

の
前
に
温
か
い
お
茶
と
み
ろ
く
石
と
い
う
名
の
銘
菓
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
み
ろ
く
石
と
は
、
高
野
山
奥
之
院
の
聖

域
の
祠
に
納
め
ら
れ
て
い
る
石
で
、
触
れ
る
と
弥
勒
菩
薩

の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
有
名
で
す
。
ま
た
ご
住

職
は
昨
年
一
年
間
弘
法
大
師
の
名
代
と
し
て
高
野
山
の
重

要
行
事
の
導
師
を
務
め
る
大
仕
事
を
無
事
終
え
た
の
を
区

切
り
に
近
々
住
職
の
座
を
息
子
さ
ん
に
引
き
継
ぐ
予
定
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
香
を
焚
き
共
に
偲
ぶ
秋
の
高
野
」 

（
淑
） 

「
慰
霊
祭
新
加
入
は
ゼ
ロ
が
良
い
」 

（
健
） 

「
偲
ぶ
人
偲
ば
れ
る
人
秋
が
ゆ
く
」 

（
創
） 

 
南
院
で
の
法
要
を
終
え
て
慰
霊
祭
会
場
の
高
野
山
大
霊

園
へ
移
動
し
、
多
く
の
会
員
の
参
列
者
も
加
わ
っ
て
正
午

よ
り
ミ
ノ
ル
タ
物
故
者
慰
霊
祭
が
慰
霊
塔
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
南
院
の
ご
住
職
と
お
二
人
の
僧
の
読
経
の
中
、
川

口
理
事
の
司
会
で
式
が
進
め
ら
れ
、
始
め
に
会
社
創
業
50

周
年
と
し
て
建
立
さ
れ
た
慰
霊
塔
の
主
旨
を
記
し
た
「
先

賢
の
霊
（
み
た
ま
）
に
捧
ぐ
」
が
三
原
理
事
に
よ
り
朗
々

と
読
み
上
げ
ら
れ
、
続
い
て
参
加
者
が
順
次
香
を
焚
い
て

物
故
者
を
偲
び
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
そ
し
て
物
故
者

の
名
板
を
慰
霊
塔
の
ご
遺
族
の
手
で
、
ま
た
物
故
者
と
縁

の
あ
っ
た
参
加
者
に
よ
り
安
置
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に

内
海
住
職
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
毎
秋
に
集
ま
っ
て
思
い
を
馳
せ
る
慰
霊
祭
は
同
じ
形

で
開
催
す
る
も
の
の
、
偲
ぶ
人
偲
ば
れ
る
人
が
年
々
変

わ
っ
て
行
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

ま
し
た
。 

 

記
念
写
真
ま
で
の
暫
く
の
間
、
慰
霊
塔

を
背
景
に
写
真
を
撮
る
ご
遺
族
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
方
と
言
葉
を
交
わ
す
方
、
中
に

は
冗
談
で
弘
法
大
師
空
海
の
如
く
永
遠
に

生
き
続
け
る
こ
と
を
想
像
す
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
慰
霊
塔
の
前
で
ご
遺
族
と
共

に
参
列
者
全
員
で
の
記
念
写
真
を
撮
り
、

滞
り
な
く
慰
霊
祭
の
式
事
は
終
了
し
ま
し

た
。 そ

の
後
慰
霊
塔
傍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
移

動
し
慰
霊
祭
に
参
列
さ
れ
た
方
々
で
会

食
・
歓
談
を
行
な
い
ま
し
た
。
ミ
ノ
ル
タ

千
代
光
会
会
長
の
挨
拶
、
慰
霊
祭
催
行
の

田
嶋
総
代
に
よ
る
献
杯
、
会
社
代
表
鈴
田
氏
の
会
社
状
況

の
ご
紹
介
、
コ
ロ
ナ
前
か
ら
の
久
し
ぶ
り
の
多
人
数
で
の

対
面
の
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

 

「
水
澄
む
や
語
ら
い
行
け
ば
奥
之
院
」 

（
創
） 

 

「
秋
時
雨 

一
足
毎
の 

奥
之
院
」 

 

（
憲
） 

 
「
参
道
に
神
妙
な
顔
異
国
人
（
い
こ
く
び
と
）
」
（
創
） 

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

○
会
員
の
皆
さ
ん 

高
野
山
へ
お
詣
り
の
節
は
南
院

へ
も
お
立
寄
り
下
さ
い
。 

 
 

千
代
光
会
か
ら
の
お
詣
り
と
お
伝
え
い
た
だ
け
れ

ば
過
去
帳
厨
子
も
拝
観
で
き
ま
す
。 

 
 
 

※
南
院
へ
は
、
高
野
山
駅
よ
り
バ
ス
に
乗
車
、 

 

 
 

浪
切
不
動
前
で
下
車 

 
 

※
ミ
ノ
ル
タ
慰
霊
塔
の
あ
る
霊
園
へ
は
、
奥
の 

 
 

院
前
で
下
車 

  
 

 
 

 
 

高
野
山
金
剛
峯
寺
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は 

 
 

 
 
 

https://w
w

w
.koyasan.or.jp

/  

和住 誠一  湯浅 和彦  

福井 清  髙濱 哲夫  

堀川 俊純  幾田 正司  

榊原 進  藤原 泰  

片岡 哲彦  清水 英司  

清水 馨  竹内 英夫  

高橋 俊夫  渡邊 繁實  

木村 正博  鳥海 史郎  

七五三 節男    



食
事
後
の
恒
例
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
専
門
の
ガ
イ
ド
に
よ

る
奥
之
院
参
拝
の
ツ
ア
ー
を
行
な
い
、
ご
遺
族
は
じ
め
多
く
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
紅
葉
に
は
未
だ
時
期
が
早
く
、
ツ

ア
ー
中
に
時
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、
高
野
杉
の
大
木
が
林
立
し

た
奥
之
院
の
霊
地
で
語
り
合
い
な
が
ら
の
散
策
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
外
国
か
ら
の
旅
行
者
が
80
％
と
言
わ
れ

る
高
野
の
地
な
ら
で
は
の
参
詣
情
景
も
多
く
目
に
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
写
真
担
当
の
松
本
理
事
の
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
「
高
野
山
の

秋
」
で
作
っ
た
詩
を
紹
介
し
報
告
記
と
し
ま
す
。 

 

 

「
秋
風
に
高
野
の
紅
葉
歩
む
道
聖
を
偲
び
魂
洗
う
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
庸
＆
GPT
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  

 
 
  

（
報
告 

会
長 
大
場 

勝
） 

【会員状況】   

     10月17日現在 
     

関西地区〔４８８名〕 

中部地区〔２０３名〕 

関東地区〔 ５８名〕 

      合計〔７４９名〕   

 

 お悔やみ申し上げます 
  

 
 

  

 
 

  

 

 

 

理事会だより 
 

   

 ９月理事会（WEB会議） 

  ◇2023年度物故者慰霊祭開催について 

  ◇関西地区議題 

    ・秋の行事について 
 

 10月理事会（WEB会議） 

  ◇2023年度物故者慰霊祭報告 

  ◇2023年度中間収支報告 

  ◇関西地区議題 

    ・秋の行事について 

    ・2023年度中間収支報告 

    ・その他   
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 おめでとうございます       □中 =中部地区会員 

     □東 =関東地区会員 
                   無印=関西地区会員

  
 

 
 新入会員のお知らせ 
 今回は該当の方なし 

事務局からお知らせ 

牧山 広幸 2023年2月16日 

白井 稔 2023年4月16日 

長井 宏爾 2023年7月 9日 

大西  友一 2023年8月18日 

＜古稀＞   

8月 松下 哲雄□中  藤田 昌史□中   

10月 山本 正人   

11月 清水 康博   

＜喜寿＞   

8月 小山 敦□中  野口 和幸□東  吉見 直樹□中  

 加藤 久雄□東  新川 鉄二□中   

9月 今泉 康子□中  本藤 正則 田口 義昭 

 加藤 正英□中  鳥居 徳栄□中   

 10月 江ノ口裕次 西谷 英雄 花田 可弘□中  

 永田 憲蔵□中  今村 俊二□中   

11月 木村 和夫 川坂 憲一 松山 創 

 永田 崇嘉□東  村上 伸一  

＜傘寿＞   

9月 田嶋 威雄□東  木村 宗利  

10月 東 俊雄□東  竹林 教夫□東  下平 優□東  

 湯浅 穆夫 大場 勝  

11月 秋山 和也□中    

＜米寿＞   

8月 河野 道和 菱井 樟隆 村中 正雄 

 伊藤 卓□中    

9月 新井 康友   

10月 辻 四朗 芳田 宗文  

11月 小寺 照雄   

＜卒寿＞   

8月 山中 克郎   

9月 西河 竹次   

10月 丸 基二   

対象者：8月2日から11月15日生まれの方 


